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軽石よしのり

あ
る
日
の
軽
石
よ
し
の
り

軽 石よしのり　 生年月日：昭和35年8月27日
議会役職：商工建設委員会委員／議会運営委員会委員長／新産業創出・
働き方改革調査特別委員会委員／東日本大震災津波復興特別委員会委員
／新型コロナウイルス感染症対策特別委員会委員／岩手県議会私学教育
振興議員クラブ会長

プロフィール

　日頃から私の議員活動に対しまして、特段の御高配を賜りますことに感謝申し上げます。ありがとうございます。近況
報告といたしましては、昨年12月、今任期に予定されたものとしては最終となる13度目の一般質問に登壇いたしました。
多くの皆様に議会傍聴いただき、自分としては成果のある質疑を交わすことが出来たものと考えております。
　主要な質問としては、新型コロナウイルス感染症の現状と対策、物価高騰の現状と対策、雇用対策と労働環境について
など、現場の声を集約し、具体的な対策の提言も含めて、知事をはじめとした関係部局長から、前向きな答弁をいただき

ました。詳細については、今後県政報告会などに
より報告させていただきます。
　また、3期目の議員活動も残すところ5か月あま
りとなり、９月10日に任期満了となります。長引く
コロナ禍や海外情勢による原油高と物価高騰、円
安などによる経済への影響が、生活の現場でも実
感している状況にあります。
　東日本大震災津波から12年が経過した岩手県
は、目に見える復興事業は仕上げの段階に入って
おりますが、被災地のみならず岩手県全体の現場
では、コロナ禍や物価高などの対策を含めて継続
していかなければならない取り組みもあります。
素晴らしい岩手県を次世代に確実に引き継ぎ、こ
れまで取り組んできたことを継続していくために、
初心を忘れずに精進努力していく決意であります。
引き続きのご支援ご協力をお願い申し上げます。
　皆様におきましても本年が素晴らしい年であり、
ご健勝にてご活躍されますことをご祈念し、活動
報告と感謝のご挨拶といたします。

県政報告

軽 石よしのり
スクラム通信

岩手県議会議員
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3期目の活動に対する感謝と新たな決意をこめて

2
0
2
3
年
３
月
11
日

　

盛
岡
市
広
域
の
追
悼
式
に
出
席

い
た
し
ま
し
た
。

　
犠
牲
に
な
ら
れ
た
す
べ
て
の
皆
様

を
思
い
黙
祷
い
た
し
ま
し
た
。
今
後

も
復
興
に
取
り
組
む
こ
と
を
誓
い
献

花
い
た
し
ま
し
た
。

2
0
2
3
年
３
月
15
日

　
今
朝
は
天
気
が
良
く
て
少
し
寒
い

ふ
れ
あ
い
パ
ト
ロ
ー
ル
で
し
た
。
今

日
も
予
算
特
別
委
員
会
で
す
。
が
ん

ば
り
ま
す
！

◆
県
内
に
お
け
る
緊
急
事
態
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て

●
県
の
対
応
に
つ
い
て

　
対
処
事
態
発
生
時
に
備
え
た
具
体
的
な
取
組
や
現
状
と
、
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

【
回
答
〔
復
興
防
災
部
長
〕】
国
民
保
護
法
に
規
定
す
る
避
難
施

設
は
、
令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
、
県
内
で
１
，
５
３
５
施
設
を

指
定
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、爆
風
等
か
ら
の
直
接
的
な
被
害
を

軽
減
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
な
ど
の
堅
ろ
う
な
建
物
等
の
緊
急一

時
避
難
施
設
は
、地
下
フ
ロ
ア
に
も
避
難
可
能
な
１
施
設
を
含
め

６
１
４
施
設
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
下
道
や
地
下
駐

車
場
な
ど
の
活
用
を
検
討
す
る
な
ど
、
今
後
、
市
町
村
や
関
係

機
関
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
緊
急一時
避
難
施
設
の
更
な
る
指

定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
県
警
の
対
応
に
つ
い
て

　
緊
急
事
態
発
生
時
の
対
応
と
体
制
は
確
保
さ
れ
て
い
る
の
か

伺
う
。

【
回
答
〔
警
察
本
部
長
〕】
初
動
段
階
で
の
初
期
的
な
対
応
に
加

え
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
認
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、「
県
警
察
国

民
保
護
計
画
」
に
基
づ
き
、
警
察
本
部
及
び
各
警
察
署
に
お
い

て
、
任
務
の
内
容
に
応
じ
た
体
制
を
取
る
ほ
か
、
被
害
の
規
模
に

応
じ
て
広
域
緊
急
援
助
隊
等
、
他
の
都
道
府
県
警
察
か
ら
必
要

な
人
員
の
派
遣
を
受
け
る
な
ど
、
弾
力
的
に
体
制
を
構
築
す
る
。

　
県
は
地
域
振
興
に
関
す
る
連
携
協
定
を
締
結
し
た
と
聞
い
て

い
る
が
、
今
後
は
ど
の
よ
う
な
連
携
を
図
り
、
支
援
等
に
つ
い
て

取
り
組
ま
れ
る
の
か
伺
う
。

【
回
答
〔
知
事
〕】
今
後
は
、
伝
承
館
等
で
の
防
災
学
習
や
体
験

交
流
、
県
内
の
世
界
遺
産
に
関
す
る
学
習
、
岩
手
の
伝
統
工
芸

に
触
れ
る
機
会
の
提
供
、ス
キ
ー
な
ど
を
通
じ
た
県
内
生
徒
と
の

交
流
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
な
調
整
を
進
め
、
ハ
ロ
ウ
安
比
校
の

生
徒
に
、広
く
岩
手
県
を
学
び
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
地
域
と
の
交
流
・
連
携
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
本

県
の
地
域
の
振
興
、
国
際
化
の
推
進
等
に
資
す
る
よ
う
、
連
携

協
定
を
通
じ
た
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　  

ハ
ロ
ウ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
安
比

ジ
ャ
パ
ン
へ
の
支
援
等
に
つ
い
て

6

岩
手
県 

令
和
4
年
度
2
月
補
正
予
算

1
5
6
億
円
の
概
要

所
得
を
上
げ
る
。

　
　岩
手
を
守
る
。

夢を希望に
一歩一歩着実に前進

現場力
の発信



◆
新
規
感
染
者
の
現
状
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染

状
況
と
、
同
時
流
行
が
発
生
し
た
場
合
の
県
内
の
医
療
体
制
の

影
響
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

【
回
答
〔
知
事
〕】
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
は
、
発
熱
や
咳
な
ど
の
症
状
が
類
似
し
、そ
の
判
別

が
難
し
い
こ
と
か
ら
、検
査
や
診
療
体
制
の
整
備
が
重
要
と
考
え

て
お
り
、
県
で
は
こ
れ
ま
で
、
両
感
染
症
に
対
応
す
る
診
療
・
検

査
医
療
機
関
の
確
保
に
努
め
て
き
た
。

◆
救
急
医
療
の
受
け
入
れ
体
制
に
つ
い
て

　
医
療
機
関
が
救
急
搬
送
患
者
を
速
や
か
に
受
け
入
れ
で
き
な

い
理
由
は
、
現
状
を
把
握
し
て
速
や
か
に
対
策
を
と
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
把
握
状
況
と
見
解
を
伺
う
。

【
回
答
〔
保
健
福
祉
部
長
〕】
県
と
し
て
は
、
救
急
患
者
の
受
入

れ
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
岩
手
県
救
急
業
務
高
度
化
推
進

協
議
会
等
の
場
を
通
じ
て
、
必
要
な
調
整
を
図
っ
て
い
く
ほ
か
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
救
急
を
担
う
医
療
機
関
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
診
療
検
査
医
療
機
関
の
拡
充
や
受
診・相
談
セ
ン
タ
ー

の
体
制
強
化
等
に
加
え
て
、
平
日
・
日
中
の
医
療
機
関
等
へ
の
相

談・受
診
の
協
力
な
ど
、
症
状
に
応
じ
た
医
療
機
関
の
受
診
を
県

民
に
呼
び
か
け
て
い
く
。

◆
燃
油
高
・
物
価
高
騰
な
ど
に
よ
る
県
内
経
済
へ
の
影
響

に
つ
い
て

　
県
内
経
済
へ
の
影
響
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、今
後
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
考
え
か
。
ま
た
、
次
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
へ
の

反
映
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

【
回
答
〔
知
事
〕】
県
で
は
、こ
れ
ま
で
国
に
対
し
、全
国
知
事
会

等
を
通
じ
て
強
力
な
経
済
対
策
を
講
じ
る
よ
う
要
請
す
る
と
と

も
に
、
数
次
の
補
正
予
算
編
成
に
よ
り
、
生
活
者
や
中
小
事
業

者
等
へ
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
。
引
き
続
き
機
動
的
に
対
応
し
て

い
く
。

　
現
在
策
定
中
の
第
２
期
政
策
推
進
プ
ラ
ン
に
お
い
て
も
、中
小

事
業
者
や
農
林
漁
業
者
へ
の
支
援
を
盛
り
込
み
、
燃
油
高
・
物

価
高
騰
等
の
進
行
が
短
期
的
か
つ
急
激
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

「
価
格
高
騰
な
ど
の
現
下
の
危
機
に
つ
い
て
は
、
臨
機
応
変
に
対

応
す
る
」
旨
を
明
記
し
て
、県
と
し
て
状
況
を
見
極
め
、随
時
必

要
な
対
応
を
と
っ
て
い
く
。

◆
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
等
に
よ
る
県
施
設
へ
の
影
響
に

つ
い
て

　
光
熱
水
費
の
上
昇
は
、
県
庁
舎
を
は
じ
め
と
し
た
施
設
の
管

理
運
営
費
に
大
き
く
影
響
し
て
く
る
が
、
現
状
を
ど
の
よ
う
に

把
握
し
、
令
和
５
年
度
の
当
初
予
算
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ

る
考
え
な
の
か
伺
う
。

【
回
答
〔
総
務
部
長
〕】
令
和
４
年
度
に
お
い
て
は
、当
初
予
算
の

県
有
施
設
関
連
の
光
熱
水
費
に
対
し
、
電
気・ガ
ス
料
金
の
高
騰

を
受
け
、９
月
補
正
予
算
で
５
億
６
千
万
円
を
計
上
し
た
。
令
和

な
る
６
，
６
７
３
件
に
つ
い
て
返
済
が
開
始
さ
れ
、
残
高
は
１
，

５
１
２
億
６
，
３
８
１
万
円
余
と
な
っ
て
い
る
。

　
返
済
の
円
滑
化
に
向
け
て
、「
い
わ
て
中
小
企
業
事
業
継
続
支
援

セ
ン
タ
ー
相
談
窓
口
」
で
、
き
め
細
か
な
対
応
を
行
い
、
金
融
機

関
や
岩
手
県
信
用
保
証
協
会
と
も
連
携
し
な
が
ら
、条
件
変
更
や

借
換
え
等
へ
の
柔
軟
な
対
応
や
、
借
入
れ
や
事
業
再
構
築
補
助
金

な
ど
の
資
金
調
達
に
必
要
と
な
る
事
業
計
画
策
定
支
援
な
ど
、
事

業
者
の
実
情
に
応
じ
た
金
融
面
の
課
題
解
決
を
支
援
し
て
い
く
。

◆
地
場
の
中
小
企
業
が
必
要
と
す
る
労
働
力
確
保
に
つ

い
て

　
労
働
力
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
す
る
取
組
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
知
事
の
所
感
を
伺
う
。

【
回
答
〔
知
事
〕】
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
急
速
な
進

展
や
、
職
業
人
生
の
長
期
化
な
ど
の
社
会
環
境
の
変
化
を
踏
ま

え
た
リ
ス
キ
リ
ン
グ
教
育
等
の
充
実
を
図
る
な
ど
、「
い
わ
て
で

働
こ
う
推
進
協
議
会
」
の
も
と
、
中
小
企
業
が
必
要
と
す
る
労

働
力
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

◆
労
働
安
全
衛
生
の
現
状
把
握
に
つ
い
て

　
い
わ
て
で
働
こ
う
推
進
協
議
会
等
に
お
い
て
、岩
手
県
に
お
け

る
実
態
調
査
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
と
接
す
る
あ
ら
ゆ
る
産

業
で
起
き
て
い
る
社
会
的
問
題
解
決
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

【
回
答
〔
商
工
労
働
観
光
部
長
〕】
関
係
部
局
と
連
携
し
て
、
消

費
者
向
け
の
出
前
講
座
を
活
用
し
た
倫
理
的
消
費
行
動
の
啓
発

な
ど
の
取
組
を
行
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
取
組
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
今
後
、
県
内
企
業
に
お
け

る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
実
態
調
査
を
含
め
、
更
に
必
要

と
な
る
取
組
の
検
討
も
進
め
て
い
く
。

◆
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
の
現
状
に
つ
い
て

　
借
受
人
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。
あ
わ

せ
て
今
後
の
支
援
に
つ
い
て
も
伺
う
。

【
回
答
〔
保
健
福
祉
部
長
〕】
免
除
の
対
象
と
な
ら
な
い
方
に
対
し

て
は
、
貸
付
金
の
返
済
が
生
活
再
建
の
妨
げ
と
な
ら
な
い
よ
う
、

社
会
福
祉
協
議
会
に
資
金
相
談
員
を
配
置
し
、償
還
が
困
難
な
世

帯
へ
の
相
談
支
援
や
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
機
関
と
の
連
携

に
よ
り
必
要
な
支
援
に
つ
な
ぐ
こ
と
と
し
て
お
り
、
更
に
、
県
で

は
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
生
活
困
窮
者
支
援
の
連
携
体
制
等
を

検
討
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

◆
今
後
の
支
援
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
ス
ム
ー
ズ
に
問
題
解
決
が
図
ら
れ
る
体
制
の
維
持
は
必
要
不

可
欠
と
考
え
る
が
、今
後
の
支
援
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
所
見

を
伺
う
。

【
回
答
〔
保
健
福
祉
部
長
〕】
償
還
免
除
申
請
を
行
っ
て
い
な
い
方

の
中
に
は
、
免
除
要
件
を
満
た
す
の
に
申
請
を
失
念
し
て
い
る

方
や
免
除
に
至
ら
な
い
も
の
の
償
還
が
困
難
な
方
な
ど
様
々
な

ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
、
例
え
ば
、
案
内
の
再
送
付
や
電
話
に
よ
る

確
認
な
ど
プ
ッ
シ
ュ
型
に
よ
る
免
除
申
請
の
勧
奨
、
償
還
猶
予
・

少
額
返
済
の
適
切
な
活
用
の
案
内
等
、
き
め
細
や
か
な
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
く
。

　
県
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
人
員
体
制
の
確
保
や
相
談
対
応

力
の
向
上
を
支
援
し
な
が
ら
、
生
活
に
困
窮
す
る
方一人
ひ
と
り

の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

◆
県
職
員
の
人
員
体
制
に
つ
い
て

●
危
機
管
理
の
観
点
か
ら
の
人
員
確
保
に
つ
い
て

　
危
機
管
理
の
人
員
確
保
の
現
状
の
認
識
と
対
応
を
伺
う
。

【
回
答〔
総
務
部
長
〕】
平
時
か
ら
組
織
対
応
力
の
向
上
に
取
り
組

む
こ
と
は
も
と
よ
り
、
危
機
管
理
事
案
の
発
生
時
に
、
切
れ
目
な

く
適
時
的
確
に
施
策
を
展
開
し
、
被
害
の
防
止
・
軽
減
を
図
っ
て

い
く
た
め
、
業
務
支
援
の
積
極
的
活
用
や
部
局
の
枠
を
越
え
た
弾

力
的
な
人
員
配
置
に
加
え
、
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
専
門
職
員

の
確
保
・
育
成
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
、
危
機
管
理
上
の

課
題
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
で
き
る
体
制
の
構
築
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

５
年
度
に
お
い
て
も
こ
の
傾
向
が
続
く
も
の
と
見
込
ま
れ
、
今
後

の
予
算
編
成
過
程
で
適
切
に
所
要
額
を
精
査
し
、
予
算
計
上
し

て
い
く
。

◆
物
価
高
騰
等
へ
の
支
援
対
策
に
つ
い
て

　
物
価
高
騰
対
策
支
援
金
支
給
事
業
に
係
る
運
用
変
更
を
11
月

16
日
か
ら
始
め
て
い
る
が
、そ
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。
あ

わ
せ
て
、
今
後
さ
ら
な
る
支
援
策
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
予
測

さ
れ
る
が
、
現
状
を
踏
ま
え
て
の
所
見
を
示
せ
。

【
回
答
〔
商
工
労
働
観
光
部
長
〕】
燃
料
費
を
は
じ
め
、
物
価
高

騰
の
前
年
度
比
較
を
確
認
す
る
た
め
の
添
付
書
類
の
省
略
や
簡

素
化
を
図
り
、一部
の
商
工
会
議
所
や
商
工
会
で
も
申
請
を
受
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、申
請
手
続
き
に
お
け
る
事
業
者

の
負
担
軽
減
を
図
っ
た
。

　
併
せ
て
、
11
月
30
日
ま
で
の
申
請
受
付
期
間
を
12
月
20
日
と

し
、
10
月
に
国
が
公
表
し
た
総
合
経
済
対
策
に
お
い
て
も
、
物

価
高
騰
・
賃
上
げ
へ
の
対
応
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
今
後
、
こ

れ
ら
の
取
組
の
具
体
化
の
動
き
や
県
内
の
経
済
の
状
況
を
見
極

め
つ
つ
、
必
要
な
対
応
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

◆
中
小
企
業
支
援
の
取
組
に
つ
い
て

　
２
０
２
２
年
度
ま
で
の
契
約
件
数
割
合
91
・
５
％
に
つ
い
て
、

現
在
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
伺
う
。

【
回
答
〔
商
工
労
働
観
光
部
長
〕】
国
が
示
し
た
「
令
和
４
年
度

中
小
企
業
者
に
関
す
る
国
等
の
契
約
の
基
本
方
針
」
を
踏
ま
え
、

各
市
町
村
に
対
し
、事
業
協
同
組
合
等
で
共
同
受
注
体
制
が
整
っ

て
い
る
官
公
需
適
格
組
合
の
活
用
や
、
分
割
発
注
の
推
進
に
よ

り
、
中
小
企
業
者
の
受
注
機
会
の
増
大
を
図
ら
れ
る
よ
う
要
請

し
て
い
る
。中
小
企
業
以
外
を
相
手
方
と
す
る
個
々
の
契
約
に
つ

い
て
、
再
度
、
点
検
等
も
行
い
な
が
ら
、
中
小
企
業
の
受
注
機
会

の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

◆
県
営
建
設
工
事
に
係
る
入
札
制
度
に
関
す
る
各
種
団

体
か
ら
の
要
望
に
つ
い
て

　
予
定
価
格
事
前
公
表
の
廃
止
の
可
能
性
も
含
め
、
公
正
・
公

平
な
入
札
の
実
施
と
地
元
の
優
良
な
中
小
企
業
の
維
持
・
育
成

の
視
点
を
絡
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

【
回
答
〔
会
計
管
理
者
〕】
予
定
価
格
の
事
前
公
表
に
つ
い
て
、県

で
は
、
入
札
の
透
明
性
の
向
上
、
発
注
者
受
注
者
双
方
の
事
務

効
率
の
向
上
、さ
ら
に
は
予
定
価
格
に
係
る
不
正
防
止
の
観
点
か

ら
有
効
と
し
て
導
入
し
、国
の
指
針
に
基
づ
き
、十
分
検
討
を
行

い
な
が
ら
運
用
し
て
お
り
、
制
度
導
入
以
降
、
予
定
価
格
の
事

前
公
表
に
よ
る
弊
害
は
生
じ
て
い
な
い
が
、
引
き
続
き
、
入
札
動

向
や
他
県
の
状
況
等
を
見
な
が
ら
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
対
策
予
算
の

執
行
に
つ
い
て

●
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
の
感
染
症
対
策
予
算
に
つ
い
て

　
県
と
し
て
は
、
厳
冬
期
を
迎
え
る
こ
れ
か
ら
の
備
え
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

【
回
答
〔
保
健
福
祉
部
長
〕】 

12
月
に
実
施
す
る
県
の
集
団
接
種

は
、
医
療
従
事
者
や
接
種
日
程
を
追
加
で
確
保
の
上
、
予
約
枠

を
２
千
４
百
回
か
ら
６
千
回
ま
で
拡
大
し
た
ほ
か
、市
町
村
の
体

制
拡
充
を
支
援
す
る
た
め
、
医
師
会
と
の
連
携
に
よ
る
医
療
従

事
者
の
広
域
派
遣
や
接
種
医
療
機
関
に
対
す
る
財
政
支
援
な
ど

に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
い
わ
て
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
支
援
金
給
付
事
業
に
つ
い
て

　
実
際
に
県
民
の
手
元
に
届
い
て
い
る
給
付
金
の
割
合
は
ど
の

程
度
に
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
支
給
が
滞
っ
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
そ
の
原
因
を
把
握
し
、
市
町
村
に
対
し
早
期
の
給
付
を
勧

奨
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

【
回
答
〔
保
健
福
祉
部
長
〕】 

本
年
５
月
臨
時
会
で
議
決
い
た
だ

い
た
１
回
目
の
支
援
金
給
付
に
つ
い
て
は
、
全
市
町
村
に
お
い
て

給
付
を
実
施
し
て
お
り
、県
か
ら
市
町
村
へ
の
補
助
金
交
付
決
定

額
、
19
億
５
千
万
円
余
に
対
し
、
11
月
末
時
点
で
17
億
７
千
万

円
余
、
率
に
し
て
91
％
が
既
に
給
付
さ
れ
て
い
る
。

　
９
月
定
例
会
で
議
決
い
た
だ
い
た
２
回
目
の
支
援
金
給
付
に

つ
い
て
も
、
全
市
町
村
で
給
付
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
に
６
市
町
に
お
い
て
、
新
た
な
申
請
等
の
必
要
の
な
い
児

童
手
当
の
受
給
者
に
対
し
て
、
プ
ッ
シ
ュ
型
に
よ
る
給
付
が
行
わ

れ
、
残
り
の
市
町
村
に
お
い
て
も
、
今
後
、
順
次
給
付
が
開
始
さ

れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
貸
付
金
の
今
後
に
つ
い
て

　
「
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
」
の
残
高
に
つ
い
て
の
当
局
の
認
識
と
、
返

済
の
円
滑
化
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
対
策
が
必
要
と
考
え
て
い

る
か
。

【
回
答
〔
商
工
労
働
観
光
部
長
〕】 

ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
の
貸
付
実
績

は
、
累
計
で
１
２
，
１
１
０
件
、
１
，
９
４
４
億
７
９
０
万
円
余

と
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
事
業
者
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
、
令
和
４
年
10
月
末
ま
で
に
、
全
体
の
約
６
割
と
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

1

2  

県
内
の
経
済
状
況
と
今
後
の
経
済
対
策
に
つ
い
て

2

3  

本
県
の
雇
用
対
策
と
労
働
環
境
に
つ
い
て

34  

生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

4

5  

危
機
管
理
に
つ
い
て

5

12
月
定
例
会
・
一
般
質
問
よ
り

令和 4 年 12 月　定例会一般質問


